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一
七
二

中
国
律
宗
に
お
け
る
四
分
律
の

大
乗
的
理
解

-
四

分
律
行
事
砂
の
引
用
経
典
に
関
し
て
-

川

口

高

風

大
乗
律
宗

と
言
わ

れ
て
い
る
中
国
律
宗
が
所
依
と
し
て

い
る

の
は
声

聞
戒

の

四
分
律

で
あ

る
が
、

そ
れ
を

い
か
に
駆
使

し
大
乗
と
し

て
通
じ
さ
せ
中
国
人
に

適

つ
た
戒
律

と
し
て
い
つ
た
か
を
な
が
め
る

こ
と
は
中
国
律
宗

の
研

究
に
お
け

る
重
要
な
問
題

の

一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
。
そ

こ
で
私
は
律
宗

三
大
部

の
根
本
で

あ
る
南
山
道
宣
 
(
5
9
0
-
6
6
7
)
 の

『
四
分
律
行
事
砂
』

に
お
い
て
、

ど
の
よ
う

に
四
分
律
が
大
乗

の
意
と
し

て
転
換

し
受
け
取
ら
れ
て
い

つ
た
か
を
考
察
し
て

み
よ
う
と
考
え
た
。

 

と
こ
ろ

で
従

来
、

中
国
律
宗

が
大
乗
と
言
わ
れ
る
理
由

と
し
て
(
一
)
戒
体
論
(二)

四
分
律

の
五
義
分
通
大
乗

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
『
行

事
砂
』

に
引

用

さ

れ

た

典
籍
を
す

べ
て
調
査
し
た
結
果
、

『
行
事
砂
』
に
お
け
る
典
籍
引
用

方

法

に
も

大
乗
に
通
ず
る
橋
渡
し
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
見
出
し
た
。

そ
し
て
そ
の
例

と
し
て
菩
薩
戒
経
の
引
用
意
義

を

「
駒
大
大
学
院
仏
教

学
研
究
年
報
第

六
号
」

に
考
察
し
て
み
た
が
、

こ
こ
で
は
経
典
を
取
り
あ
げ

て
考
え
て
み
た

い
。

 
さ
て
中
国
律
宗

の
所
依
経
典

に
つ
い
て

『
行
事
砂
』

で
は
何
も
あ
げ

て
い
な

い
が
、
凝

然
は

『
律
宗
綱
要
』

に

「
問
。

以
二
幾
教
典

一総
為

二律
宗

所
依
法
門

幻

須
レ定

二分
斉

殉
答
。

祖
師
域

心
大
乗

一
極
。
超
勝
高
大
広

博

甚

深
。

専

依
一二

乗
円
融
教
典
殉
起
心
発
足
。
学
行
弘
持
。
法
華
浬
繋
樗
伽
摂
論
即
是
行
用
伝
布

所
愚
。
一
乗
極
道
不
レ過
三
二
学
鱒
次
第
相
由
速
到
二
仏
果
幻」
(大
正
七
四

九

上
)
と
い
い
、
法
華
経
、
浬
葉
経
、
樗
伽
経
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

は
何
を
規
準
と
し
て
選
ん
だ
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
道
宣
は

「標
宗
顕
徳

篇
」
の
化
教
に
お
い
て
大
小
乗
経
典
を
区
別
し
て
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
小
乗
経
と
し
て
泥
沮
経
、
遺
教
経
、
大
乗
経
で
は
華
厳
経
、
大
集
経
、
薩
遮

尼
乾
経
、
月
燈
三
昧
経
、
浬
契
経
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
典
籍
の
引

用
回
数
は
泥
疸
経
2
回
、
遺
教
経
6
回
、
華
厳
経
10
回
、
大
集
経
22
回
、
薩
遮

尼
乾
経
2
回
、
月
燈
三
昧
経
1
回
、
浬
契
経
60
回
で
あ
り
、
凝
然
の
い
う
法
華

経
は
引
用
さ
れ
ず
樗
伽
経
は
5
回
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
中
、
扶
律
談
常
と
い

わ
れ
律
に
関
す
る
説
明
が
多
い
浬
繋
経
は
引
用
経
典
と
し
て
阿
含
経
に
続
き
二

番
目
に
多
く
引
か
れ
、
特
に

「随
戒
釈
相
篇
」
の
戒
体
相
状
を
示
す
所
に
多
く

引
か
れ
て
い
る
。
ま
た

『資
持
記
』
に

「
一
者
実
法
宗
即
薩
婆
多
部
…
…
二
者

仮
名
宗
。
即
今
所
レ承
曇
無
徳
部
…
…
三
者
円
教
宗
。
即
用
二浬
契
開
会
之
意
殉

決
ニ了
権
乗
一同
帰
二実
道
幻
故
考
二受
体
幻
乃
是
識
蔵
蕪
種
。」
(大
正
四
〇

一

五
七
申
下
)
と
い
つ
て
円
教
の
南
山
律
宗
は
浬
藥
経
の
開
会
の
立
場
に
立
脚
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
浬
架
経
の
引
用
さ
れ
る
方
法
を

「四
薬
受
浄
篇
」
の
四
薬
の
第

一
時
薬
に
見
れ
ば
、

行
事
砂
時
薬
有
レ二
。
四
分
中
有
二
五

種
蒲
闇
尼
一謂
勢
飯
乾
飯
魚

肉
也
。
…
…

諸
律
並
明
二魚
肉

為
二時
食
叩

此
是
廃
前
教
。

原
文仏
言
。

聴
三乞
食
食

二
五
種
食

爾
時
此

丘
乞

食
得
レ飯
。

仏

言

聴

レ
食
。

得
二
種

種
飯
糎
米
飯
大
麦
飯
床
米
飯
粟
米
飯
倶

蹟
陀
羅
飯
殉
仏

言
。
聴
レ
食

二
如

レ
是

種

種
飯

一得
レ勢
。
仏

言
。
聴
レ
食

二種
種
得
二

乾
飯
叩
仏
言
。
聴

レ食
二
種
種
乾
飯

一得
レ

魚
。

仏
言
。
聴

レ食

二種
種
魚

一得
レ
肉
。
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浬
藥

云
。
従
屯
今

日

一
後
不

レ

聴
二
弟
子
食
肉

幻
観

察
如
二
子

肉
想
↓
夫
食

レ肉
者

断
二大
慈

種
幻
水
陸
空
行
有
命
者
怨
。

故
不
レ令

レ食
。

…
…

稜
伽
云
有
二
無
量

因

縁

一
不

二

応
食

フ
肉
。
略
説
十
種
。
一
者

一
切
衆

生
無
始

已

来

常

為

二

六
親

幻
以
二親

想

一故

不
二
応

食

7肉
。

二
狐
狗

人
馬

屠

者

雑
売
故
。

三
不

浄

気

分

所

二

生
長

一故
。

四
衆

生
聞
レ
気
悉

生
怖
故
。

五
令
修
行
者
慈

心

不
レ
生
故
。

六
凡
愚

所
レ習
臭

繊
不
浄

無
二善
名
称

一故
コ

七

令
三
呪
術

不
二
成

就

一
故
。

八

以
二食
肉

一見
レ
形
起
識
。

以

二

染
味
著

一故
。

九
諸
天
所
レ
棄

多
二
悪
夢

榊虎
狼
聞
レ
香
故
。
十

由
レ
食
二
種
種
肉

一
遂
鰍
二
人

肉

一故
。

仏
言
。

聴
レ食

二種
種
肉

一…
…
(
大
正
二

二

・
八
六
六
下
)
善
男
子
。

従
二
今
坦

始
不
レ
聴
二声

聞
弟

子
食

肉
殉
若

受
二檀

越

信

施

一之

時
。
応
下
観

二是

食

一如
中
子

肉
想

迦
葉
菩
薩
復

白
レ
仏

言
。

世

尊

云
何
如
来
不
レ
聴
二食
肉

幻
善
男
子
。

夫

食
肉
者
断
二
大
慈
種

幻
(
大
正
十

二

・
三

八
六
上
)

仏
告
二
大
慧
叩
有
二
無
量

因

縁

噺
不
レ
応
レ

食
レ
肉
。
…
…
謂

一
切
衆

生
従
レ
本
已
来
。

展
転
因
縁
常
為
二
六
親
叩

以
二
親

想

一
故

不
レ
応
レ
食
レ
肉
。
騙
螺
略

駝
狐
狗
牛
馬

人

獣
等
肉
。
屠

者
雑
売
故

不
レ応

レ食

レ肉
。

不
浄
気
分
所
二
生
長

一故

不
レ応

レ食

レ肉
。

衆

生
聞
レ
気
悉
生
二
恐
怖

如
二栴
陀
羅
及

課
婆
等

而
狗
見
憎
悪
驚
怖
群
吠
故

不
レ

応

レ食
レ
肉
。

又
令
二修

行
者
慈
心
不

ワ
生

故
不
レ
応
レ食

レ
肉
。

凡
愚
所
レ嗜
臭

繊
不

浄
無
二
善
名
称

一故
不
レ応

レ食

レ肉
。

令

三

諸
呪
術
不
二
成
就

一故
不
レ応

レ食

レ
肉
。
以

二
殺

生
者
見
レ
形
起
レ識
深
味

著
一故

不
レ

応
レ
食
レ
肉
。

彼
食
レ
肉
者

諸
天
所
レ棄
故

不
レ
応
レ
食
レ
肉
。
令
二
口
気
臭

一故

不
レ応

レ

食
レ
肉
。
多
二
悪
夢

一故
不
レ応

レ食

レ
肉
。
…

…
(
大
正
十

六

・
五

二
二
下
)為

二
此
丘

一

僧
祇

云
。
若
為
二
比
丘

一殺
者
。

一
切
七
衆
不
レ
応
レ食
。

乃
至

為
二優
婆
夷

一殺
。
七
衆

不
レ食

亦
爾
。

殺
者

一
切
比

丘
比
丘
尼
式

又
摩
尼
沙
弥

沙
弥
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
尽
不
レ
得
レ
食
。

如
レ
是
乃
至
為

二優
婆
夷

一殺
。
一
切
比

丘

不
レ
得
レ食
。

(
大
正
二
二
・
四
八
六
上
)

今
学
戒
者
多
不
レ
食
レ
之
。
与
二
中
国
大
乗
僧

一同
例
。
有
下
学
二
大
乗
語

一者
上
用
二

 
酒
肉

一為
二
行
解

幻
則
大
小
二
教
不
レ
収
。

自
入
一一屠
児

行
内

殉
天
魔
外
道
尚
不

レ
食
二
酒
肉
殉
此
乃
閻
羅
之
将
吏
耳
。

(
大
正
四
〇

・
一
一
八
上
)

と
あ

つ
て
、
最
初

四
分
律

で
許

さ
れ
る
五
種

の
正
食
を
あ
げ
て
い
る
が
、

こ
の

中

に
は
魚
や
肉
な
ど
も

入

つ
て
お
り
、

ま
た
他

の
律
に
も
魚
肉
を
食

べ
て
も
良

い
こ
と
を
い
つ
て

い
る
の
で
あ

る
。

そ
し
て
次

に
浬
葉
経
を
引

き
慈
悲

の
面
か

ら
肉
食

を
禁
じ
、

さ
ら
に
四
巻
樗
伽

の
断
食

肉
品

を
引
き
、
肉

を
食

べ
て
は

い

け
な

い
十
種

の
過
を
あ
げ
て

い
る
。

そ
し

て
僧
祇
律

を
引
き
、

比
丘
や
優
婆
夷

の
た
め
に
殺

し
た
も

の
は
食

べ
て
な
ら
な

い
こ
と
を
い

つ
て
い
る

の
で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ

つ
て
道
宣
は
最
後
に

「
今
の
学
戒
者
多
く
之

を
食

せ
ず
」

と
当
時
の
僧
が
魚
肉
を
食

べ
な
か

つ
た

こ
と
を
あ
げ

て
お

り

同

所

の

『
資

持

記
』

に
よ
れ
ば
中
国

の
大
乗
僧

は
梵
綱
経
や
浬
葉
経
、

樗
伽
経
に
よ

つ
て
慈
悲

を
最
大
事

に
す
る
た
め
と

い
つ
て

い
る

の
で
あ
る
。

 

以
上

の
よ
う
に
四
分
律

の
肉
食
許

可
を
方
便

の
権
教
と
し
、
浬
繋
経
、

樗
伽

経
を
引
用
し
て
絶
対
に
禁
止
す
る
大
乗
的
意
味
に
転
換

し
て
い
る

こ
と
が
明
ら

か
に
な
ろ
う
。

で
は
凝
然

の
い
う
法
華
経

は
ど
う
か
と

い
え
ば
、

平
川
彰
博
壬

の

「
道
宣
の
法
華
経
観
」
、(「
法
華
経

の
中

国
的
展
開
」
所
収
)
で
も

い
う
よ
う

に

特
に
他

の
経
典
よ
り
取
り
立

て
て
重
要
視

し
た
と
は

い
え
な
い
。

こ
の
よ
う
に

中
国
律
宗

が
大
乗
教
と

い
わ
れ
る
理
由
に

は
、
四
分
律

を
律
宗
所
依
経
典

の
浬

葉
経
や
樗
伽
経

に
よ

つ
て
大
乗
的
意
味
唯

に
転
化
さ

せ
て
い
る
こ
と
が
指

摘

で

き
も

い
え
る
の
で
あ
る
。

中
国
律
宗

に
お
け
る
四
分
律

の
大
乗
的
理
解

(
川

口
)
 

一
七
三
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